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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第68期

中間連結会計期間
第69期

中間連結会計期間
第68期

会計期間
自　2025年３月１日
至　2025年８月31日

自　2026年３月１日
至　2026年８月31日

自　2025年３月１日
至　2026年２月28日

売上高 (百万円) 16,865 19,625 34,871

経常利益 (百万円) 922 2,729 2,704

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(百万円) 506 1,516 1,525

中間包括利益又は包括利益 (百万円) △437 2,256 2,463

純資産額 (百万円) 24,336 28,817 26,883

総資産額 (百万円) 36,574 41,327 40,683

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 55.15 165.07 166.23

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 57.8 60.9 57.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 899 1,402 2,982

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △448 △337 △729

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △879 △2,039 △1,027

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 5,058 5,971 6,914
 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、次のとおりであります。

＜北米＞

当社の連結子会社であったCROSS TECHNOLOGIES N.A. INC.は、2026年１月１日を効力発生日として、MORESCO USA

Inc.を存続会社とする吸収合併により消滅したため、当中間連結会計期間より、連結の範囲から除外しておりま

す。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態および経営成績の状況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、中東情勢による物価高の影響はあるものの価格転嫁の進展により企

業収益が下支えされたほか、輸出や設備投資が堅調に推移したことで、底堅く推移しました。世界経済において

は、中国で内需の停滞が続いた一方、米国では旺盛なAI関連需要を背景とした積極的な設備投資が継続し、景気は

堅調に推移しました。しかしながら、中東情勢の緊迫化に伴う原油価格の高騰が長期化した場合、世界的な景気下

振れを招く懸念があり、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような状況のもと当社グループにおいては、中国を除く拠点で自動車生産台数が増加したこと、また、国内

外で価格転嫁および高付加価値製品の販売が堅調に推移したことにより増収となりました。この結果、売上高は

19,625百万円(前年同期比16.4％増)、営業利益は2,457百万円(前年同期比158.8％増)、経常利益は2,729百万円(前

年同期比196.2％増)、親会社株主に帰属する中間純利益は1,516百万円(前年同期比199.5％増)となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

①　日本

全部門において原材料価格引き上げに伴う価格是正に加え、特殊潤滑油部門は自動車生産台数の増加により、

ダイカスト用油剤など多くの油種で販売が増加しました。また、データセンター向けハードディスク表面潤滑剤

をはじめとする高付加価値製品の売上高が増加したことにより、部門全体の売上高は前年を上回りました。ホッ

トメルト接着剤部門は、主要顧客での受注増により、増収となりました。素材部門は、スルホネートの販売が増

加したことにより増収となりました。その他部門は、廃水処理装置に関連した販売の増加により増収となりまし

た。

この結果、当セグメントの外部顧客への売上高は13,244百万円(前年同期比22.8％増)となり、セグメント利益

は1,785百万円(前年同期比206.3％増)となりました。

 

②　中国

特殊潤滑油は、自動車生産が減少したものの、真空油剤および切削油剤等の新規拡販により増収となりまし

た。ホットメルト接着剤は、捕虫材用途等の売上高が増加したことで、増収となりました。

この結果、当セグメントの外部顧客への売上高は2,037百万円(前年同期比15.3％増)となり、セグメント利益は

203百万円(前年同期比46.2％増)となりました。

 

③　東南／南アジア

特殊潤滑油は、自動車生産台数の増加による主要顧客での需要増加により、多くの油種で販売が増加したこと

で増収となりました。ホットメルト接着剤は不採算製品の整理等による衛生材料用途の販売減少により、減収と

なりましたが、利益面では改善しました。

この結果、当セグメントの外部顧客への売上高は3,406百万円(前年同期比4.5％増)となりましたが、セグメン

ト利益は480百万円(前年同期比371.8％増)となりました。

 

EDINET提出書類

株式会社ＭＯＲＥＳＣＯ(E01083)

半期報告書

 3/21



 

④　北米

特殊潤滑油は主要顧客での需要の減少により、減収となりました。

この結果、当セグメントの外部顧客への売上高は937百万円(前年同期比10.7％減)となり、セグメント損失は25

百万円(前年同期は102百万円のセグメント利益)となりました。

 

財政状態は、次のとおりです。

当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて644百万円増加し、41,327百万円となりまし

た。これは主に、現金及び預金が943百万円減少した一方で、売上債権が750百万円、棚卸資産が952百万円それぞれ

増加したことによるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べて1,289百万円減少し、12,510百万円となりました。これは主に、仕入債務が

428百万円増加した一方で、短期借入金が1,317百万円、長期借入金が332百万円それぞれ減少したことによるもので

す。

純資産は、前連結会計年度末に比べて1,933百万円増加し、28,817百万円となりました。これは主に、利益剰余金

が1,194百万円、為替換算調整勘定が517百万円、非支配株主持分が236百万円それぞれ増加したことによるもので

す。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べて943百万円減少し、

5,971百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

営業活動によるキャッシュ・フローは1,402百万円の収入(前期は899百万円の収入)となりました。これは主に

税金等調整前中間純利益の計上によるものです。

投資活動によるキャッシュ・フローは337百万円の支出(前期は448百万円の支出)となりました。これは主に有

形固定資産の取得による支出によるものです。

財務活動によるキャッシュ・フローは2,039百万円の支出(前期は879百万円の支出)となりました。これは主に

短期借入金の純増減額によるものです。

 
(3) 経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(4) 優先的に対処すべき事業上および財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上および財務上の課題について重要な変

更はありません。

 

(5) 研究開発活動

当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、826百万円であります。

なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因

当中間連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。

 
３ 【重要な契約等】

当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定又は締結はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2026年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2026年10月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,696,500 9,696,500
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数100株

計 9,696,500 9,696,500 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2026年３月１日～
2026年８月31日

― 9,696,500 ― 2,118 ― 1,906
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(5) 【大株主の状況】

2026年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

松村石油株式会社 大阪市北区西天満２丁目８番５号 1,067 11.6

コスモ石油ルブリカンツ株式会社 東京都中央区京橋１丁目７番１号 503 5.5

ＭＯＲＥＳＣＯ従業員持株会 神戸市中央区港島南町５丁目５－３ 384 4.2

日本曹達株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目７番２号 365 4.0

スターライト工業株式会社 大阪市旭区大宮４丁目23－７ 326 3.5

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 250 2.7

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 250 2.7

大阪中小企業投資育成株式会社 大阪市北区中之島３丁目３番23号 209 2.3

島貿易株式会社 東京都中央区銀座２丁目12番14号 165 1.8

協同油脂株式会社 藤沢市辻堂神台２丁目２番30号 164 1.8

計 ― 3,684 40.1
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2026年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 508,800
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

91,704 ―
9,170,400

単元未満株式
普通株式

― ―
17,300

発行済株式総数 9,696,500 ― ―

総株主の議決権 ― 91,704 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式58株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2026年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ＭＯＲＥＳＣＯ
神戸市中央区港島南町５
丁目５－３

508,800 ― 508,800 5.25

計 ― 508,800 ― 508,800 5.25
 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(1976年大蔵省令第28号。以

下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2026年３月１日から2026年８月31

日まで)に係る中間連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(2026年２月28日)

当中間連結会計期間
(2026年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,914 5,971

  受取手形及び売掛金 ※２  7,329 7,987

  電子記録債権 ※２  1,333 1,425

  商品及び製品 3,774 4,241

  原材料及び貯蔵品 3,118 3,603

  その他 672 710

  貸倒引当金 △10 △11

  流動資産合計 23,129 23,925

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,944 4,847

   機械装置及び運搬具（純額） 1,866 1,632

   土地 2,527 2,537

   その他（純額） 595 584

   有形固定資産合計 9,932 9,599

  無形固定資産   

   のれん 488 481

   その他 795 768

   無形固定資産合計 1,283 1,249

  投資その他の資産 ※１  6,338 ※１  6,553

  固定資産合計 17,553 17,401

 資産合計 40,683 41,327

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※２  4,567 4,981

  電子記録債務 ※２  514 528

  短期借入金 3,452 2,135

  未払法人税等 379 632

  賞与引当金 547 671

  関係会社整理損失引当金 65 70

  その他 1,689 1,430

  流動負債合計 11,213 10,447

 固定負債   

  長期借入金 1,108 777

  退職給付に係る負債 524 517

  その他 953 769

  固定負債合計 2,586 2,062

 負債合計 13,799 12,510
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           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(2026年２月28日)

当中間連結会計期間
(2026年８月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,118 2,118

  資本剰余金 1,978 1,984

  利益剰余金 16,385 17,579

  自己株式 △641 △628

  株主資本合計 19,841 21,054

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 288 295

  為替換算調整勘定 2,409 2,926

  退職給付に係る調整累計額 939 900

  その他の包括利益累計額合計 3,637 4,121

 非支配株主持分 3,406 3,642

 純資産合計 26,883 28,817

負債純資産合計 40,683 41,327
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2026年３月１日
　至　2026年８月31日)

売上高 16,865 19,625

売上原価 11,743 12,476

売上総利益 5,122 7,149

販売費及び一般管理費 ※１，※２  4,173 ※１，※２  4,691

営業利益 949 2,457

営業外収益   

 受取利息 18 22

 受取配当金 22 24

 持分法による投資利益 85 125

 為替差益 － 13

 補助金収入 42 102

 その他 23 22

 営業外収益合計 191 307

営業外費用   

 支払利息 29 25

 為替差損 179 －

 その他 12 10

 営業外費用合計 219 35

経常利益 922 2,729

特別損失   

 投資有価証券評価損 3 －

 関係会社整理損 － ※３  384

 特別損失合計 3 384

税金等調整前中間純利益 919 2,346

法人税、住民税及び事業税 311 757

法人税等調整額 42 △155

法人税等合計 353 602

中間純利益 566 1,744

非支配株主に帰属する中間純利益 60 229

親会社株主に帰属する中間純利益 506 1,516
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2026年３月１日
　至　2026年８月31日)

中間純利益 566 1,744

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 35 △3

 為替換算調整勘定 △912 445

 退職給付に係る調整額 △32 △40

 持分法適用会社に対する持分相当額 △94 109

 その他の包括利益合計 △1,003 511

中間包括利益 △437 2,256

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 △320 1,999

 非支配株主に係る中間包括利益 △117 256
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2026年３月１日
　至　2026年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 919 2,346

 減価償却費 599 604

 持分法による投資損益（△は益） △85 △125

 有形固定資産売却損益（△は益） △7 1

 投資有価証券評価損益（△は益） 3 －

 関係会社整理損 － 384

 退職給付に係る資産又は負債の増減額 △51 △40

 賞与引当金の増減額（△は減少） 4 123

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 0

 受取利息及び受取配当金 △40 △45

 支払利息 29 25

 売上債権の増減額（△は増加） △291 △635

 棚卸資産の増減額（△は増加） 326 △928

 仕入債務の増減額（△は減少） △160 400

 補助金収入 － △102

 その他 △43 △326

 小計 1,205 1,680

 利息及び配当金の受取額 40 130

 利息の支払額 △31 △25

 法人税等の支払額 △315 △487

 補助金の受取額 － 102

 営業活動によるキャッシュ・フロー 899 1,402

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の純増減額（△は増加） △10 －

 有形固定資産の取得による支出 △400 △299

 有形固定資産の売却による収入 7 1

 無形固定資産の取得による支出 △33 △35

 投資有価証券の取得による支出 △3 △3

 その他 △8 △1

 投資活動によるキャッシュ・フロー △448 △337

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 222 △1,317

 長期借入金の返済による支出 △817 △332

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 配当金の支払額 △229 △321

 非支配株主への配当金の支払額 △15 △20

 その他 △39 △50

 財務活動によるキャッシュ・フロー △879 △2,039

現金及び現金同等物に係る換算差額 △22 31

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △450 △943

現金及び現金同等物の期首残高 5,508 6,914

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  5,058 ※  5,971
 

EDINET提出書類

株式会社ＭＯＲＥＳＣＯ(E01083)

半期報告書

13/21



【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当社の連結子会社であったCROSS TECHNOLOGIES N.A. INC.は、2026年１月１日を効力発生日として、MORESCO USA

Inc.を存続会社とする吸収合併により消滅したため、当中間連結会計期間より、連結の範囲から除外しておりま

す。

 
(中間連結貸借対照表関係)

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 

 
前連結会計年度
(2026年２月28日)

当中間連結会計期間
(2026年８月31日)

投資その他の資産 0百万円 0百万円
 

 

※２ 中間連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、前連結会計年度末残高に含

まれております。

 

 
前連結会計年度
(2026年２月28日)

当中間連結会計期間
(2026年８月31日)

受取手形 7百万円 ― 

電子記録債権 59 ― 

支払手形 24 ― 

電子記録債務 56 ― 
 

 

 
(中間連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額

 

 
前中間連結会計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年８月31日)

給料手当 1,195百万円 1,282百万円

賞与引当金繰入額 350 449 

退職給付費用 45 34 
 

 

※２　一般管理費に含まれる研究開発費

 

 
前中間連結会計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年８月31日)

一般管理費に含まれる研究開発費 777百万円 826百万円
 

 

※３　関係会社整理損

前中間連結会計期間(自　2025年３月１日　至　2025年８月31日)

　該当事項はありません。

 
当中間連結会計期間(自　2026年３月１日　至　2026年８月31日)

　天津莫莱斯柯科技有限公司の解散および清算手続の進捗に伴い、棚卸資産評価損22百万円、減損損失294百万

円、関係会社整理損失引当金繰入額68百万円を計上しております。
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(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前中間連結会計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年８月31日)

現金及び預金勘定 5,068百万円 5,971百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △10 － 

現金及び現金同等物 5,058 5,971 
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2025年３月１日　至　2025年８月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年５月29日
定時株主総会

普通株式 229 25.00 2025年２月28日 2025年５月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

決議予定 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年10月14日
取締役会

普通株式 184 20.00 2025年８月31日 2025年11月11日 利益剰余金
 

 

Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2026年３月１日　至　2026年８月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年５月27日
定時株主総会

普通株式 321 35.00 2026年２月28日 2026年５月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

決議予定 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年10月15日
取締役会

普通株式 230 25.00 2026年８月31日 2026年11月11日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2025年３月１日　至　2025年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結
損益計算書
計上額
(注)２ 日本 中国

東南／
南アジア

北米 計

売上高        

外部顧客への売上高 10,788 1,767 3,260 1,050 16,865 － 16,865

セグメント間の内部売上高
又は振替高

727 185 6 2 920 △920 －

計 11,515 1,952 3,266 1,052 17,785 △920 16,865

セグメント利益 583 139 102 102 926 24 949
 

(注) １．セグメント利益の調整額24百万円には、セグメント間取引消去0百万円、棚卸資産の調整額24百万円およ

び貸倒引当金の調整額△0百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2026年３月１日　至　2026年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結
損益計算書
計上額
(注)２ 日本 中国

東南／
南アジア

北米 計

売上高        

外部顧客への売上高 13,244 2,037 3,406 937 19,625 － 19,625

セグメント間の内部売上高
又は振替高

849 131 2 9 992 △992 －

計 14,094 2,168 3,408 946 20,617 △992 19,625

セグメント利益又は
損失（△）

1,785 203 480 △25 2,443 15 2,457
 

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額15百万円には、セグメント間取引消去3百万円、棚卸資産の調整額11百

万円および貸倒引当金の調整額0百万円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前中間連結会計期間(自　2025年３月１日　至　2025年８月31日)

(単位：百万円)

 

報告セグメント

合計

日本 中国
東南／
南アジア

北米

特殊潤滑油 5,877 1,294 1,602 1,031 9,804

ホットメルト接着剤 2,045 305 1,466 － 3,815

その他 2,721 168 193 18 3,100

顧客との契約から生じる収益 10,642 1,767 3,260 1,050 16,719

その他の収益 146 － － － 146

外部顧客への売上高 10,788 1,767 3,260 1,050 16,865
 

(注)　「その他」は、素材、エネルギーデバイス材料および装置販売等であります。

 
当中間連結会計期間(自　2026年３月１日　至　2026年８月31日)

(単位：百万円)

 

報告セグメント

合計

日本 中国
東南／
南アジア

北米

特殊潤滑油 7,345 1,593 1,928 937 11,802

ホットメルト接着剤 2,694 378 1,244 － 4,316

その他 3,053 66 235 － 3,354

顧客との契約から生じる収益 13,091 2,037 3,406 937 19,472

その他の収益 153 － － － 153

外部顧客への売上高 13,244 2,037 3,406 937 19,625
 

(注)　「その他」は、素材、エネルギーデバイス材料および装置販売等であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自　2025年３月１日
至　2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2026年３月１日
至　2026年８月31日)

１株当たり中間純利益 55円15銭 165円07銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益(百万円) 506 1,516

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益
(百万円)

506 1,516

普通株式の期中平均株式数(株) 9,173,013 9,180,961
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

2026年10月15日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議を予定しております。

(イ)配当金の総額………………………………………230百万円

(ロ)１株当たりの金額…………………………………25円00銭

(ハ)支払請求の効力発生日および支払開始日………2026年11月11日

(注)2026年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

 

EDINET提出書類

株式会社ＭＯＲＥＳＣＯ(E01083)

半期報告書

18/21



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2026年10月13日

株式会社ＭＯＲＥＳＣＯ

取締役会  御中

 
太陽有限責任監査法人

 

大阪事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 岡　　本　　伸　　吾  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 吉　　永　　竜　　也  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＭＯＲ

ＥＳＣＯの2026年３月１日から2027年２月28日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年３月１日から2026年８

月31日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算

書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、株式会社ＭＯＲＥＳＣＯ及び連結子会社の2026年８月31日現在の財政状態並びに同日

をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 

 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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